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 当社は下記のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 28 年 5 月 9 日に公表いたしました

平成 29 年 3 月期（平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日）通期の連結業績予想について、

下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 また、個別業績の予想値につきましては、平成 28 年 5 月 9 日「平成 28 年 3 月期決算短信〔日

本基準〕（連結）」の公表時点では開示を省略しておりましたが、今般、前期実績値との対比にお

いて、その差異が適時開示基準に達する見込みとなりましたので、お知らせいたします。 

 

 なお、平成 29 年 3 月期における期末配当予想につきましては、修正はございません。 

  

記 

 

１．通期連結業績予想の修正 

（１）平成 29 年 3 月期 通期連結業績予想数値の修正（平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 28 年 5 月 9 日） 
2,771 73 71 42 6 円 49 銭 

今回修正予想（Ｂ） 2,270 △51 △53 △66 △10円19銭 

増減額（Ｂ－Ａ）※ △501 △124 △124 △108 － 

増減率（％）※ △18.1 － － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 28 年 3 月期） 
1,535 35 37 22 3 円 51 銭 

  

（２）通期連結業績予想の修正の理由 

当社グループは、当期におきまして、グループ全体で大きな成長を果たし、第 3 四半期までに

おいても前年同期比売上高 67.6%増となる 16 億 33 百万円と、順調に推移しております。また、

当社におきましても「２．通期個別業績予想の公表」の通り、通期黒字化となることが見込ま

れております。 

 

しかしながら、子会社であるアイテックス株式会社において、第 4 四半期中の売上計上を予定

していた大型案件の受注確定が来期以降に繰り越しとなり、その売上減の影響等により、通期

連結売上高が 22 億 70 百万円（前年同期比 47.9%増）となる見込みとなりました。また、営業



利益、経常利益及び親会社に帰属する当期純利益につきましても、売上高の修正等に伴い、そ

れぞれ本日公表の通りになる見込みとなりました。 

 

なお、第 4 四半期におきましては、下記の通り、四半期黒字化となることが見込まれること及

び連結 EBITDA につきましては前期実績を超えることに加え、来期以降の案件も順調に獲得で

きていることにつきましてもご報告させて頂きます。 

（単位：百万円） 

 
第 1 四半期 

（実績） 

第 2 四半期 

（実績） 

第 3 四半期 

（実績） 

第 4 四半期 

（予想） 

売上高 525 574 533 638 

営業利益（△損失） △79 △2 △4 35 

経常利益（△損失） △81 △4 △4 36 

四半期純利益（△損失） △80 △7 △8 30 

連結 EBITDA ※ △13 55 58 99 

※EBITDA は営業利益+減価償却費+のれん償却費で算出しております 

 

２．通期個別業績予想の公表 

（１）平成 29 年 3 月期通期個別業績予想数値の公表（平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前期実績（Ａ） 703 △36 △34 △33 △5 円 25 銭 

今回発表予想（Ｂ） 771 21 48 44 6 円 80 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） +68 +57 +82 +77 － 

増減率（％） 9.7 － － － － 

 

（２）前事業年度実績との差異が生じた理由 

 各種クラウドサービスが堅調に推移したことに伴う売上高増等により、売上高、営業利益、経常

利益及び当期純利益が増加したことにより、個別においては通期黒字化したものであります。 

 

３．配当予想 

「２．通期個別業績予想の公表」にて公表の通り、当社個別においては黒字化の見込みであるこ

と及び連結 EBITDA においても、前期を上回る見込み等から、当期の期末配当金は、当初の予想

通り 1 株当たり 2 円の配当を予定しております。 

    

（注）上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおりま

す。実際の業績等は、業況の変化により、上記予想数値と異なる場合があります。 

 

 以上 


